
（参　考）

○一抜け方式を採用した場合の落札者決定の例

開札順 工事名
落札候補者

（価格順位１位）
次順位者

（価格順位２位）
次順位者

（価格順位３位）
次順位者

（価格順位４位）

1 ＠工事その１ Ａ社（落札） Ｂ社 Ｃ社 Ｄ社

2 ＠工事その２ Ａ社（無効） Ｂ社（落札） Ｃ社 Ｄ社

3 ＠工事その３ Ａ社（無効） Ｂ社（無効） Ｃ社（落札） Ｄ社

○留意事項（特定ＪＶの入札参加が可能な案件）

開札順 工事名
落札候補者

（価格順位１位）
次順位者

（価格順位２位）
次順位者

（価格順位３位）
次順位者

（価格順位４位）

1 ＠工事その４ Ｅ特定ＪＶ（落札） Ｆ特定ＪＶ Ｇ特定ＪＶ Ｈ特定ＪＶ

　　　　　　　　　　（ Ｅ特定ＪＶの組み合わせ）

Ｉ社（代表者） Ｊ社（構成員） Ｋ社（構成員）

※２件目以降の入札において、入札書が無効となる特定ＪＶの組み合わせ例

　①３社が特定ＪＶの構成員になっている場合

Ｉ社（代表者） Ｊ社（構成員） Ｋ社（構成員）

　②２社が特定ＪＶの構成員になっている場合

Ｉ社（代表者） Ｊ社（構成員） Ｌ社（構成員）

　③１社が特定ＪＶの構成員になっている場合

Ｉ社（代表者） Ｌ社（構成員） Ｍ社（構成員）

※２件目以降の入札において、参加可能な特定ＪＶの組み合わせ例

Ｌ社（代表者） Ｍ社（構成員） Ｎ社（構成員）

※１件目の入札で落札候補者となった特定ＪＶの構成員は、代表者、構成員にかかわらず、２件目
以降、その者を含む特定ＪＶが提出した入札書は無効となります。

※１件目の入札で落札者となった時点で、その落札者は２件目以降の入札に提出した入札書は無効となり
ます。
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